平成１６年度事業の行政評価結果概要

評価方法
１．１次評価（内部評価）

各事務事業を所管する各課が、事業の目的、成果、コストなどを明らかにした上で、事業の見直しの方向性を評価しました。

２．２次評価（内部評価）

各課の評価を、町長以下部長で組織する「長久手町行政改革推進本部」で１次評価の妥当性について評価しました。

３．外部評価

更に、評価結果の客観性を高めるために、町の施策に関わる一部事務事業について有識者などで組織する「長久手町行政改革推進委員会」による外部評価を行いました。

（外部評価の意見概要）
○業務の目的や年度ごとの達成目標を自覚し、実施した結果や成果を適切に評価するという意識付けを一層強めてほしい。また、事務事業に係る個々の評価結果は、きちんと業務改善に生かすようにすべきである。
○住民の理解と協力、参加が欠かせない事務事業については、広報・広聴を十分に行い、住民との情報交流に一層努めるべきである。

○民間活力の導入は重要であるが、事務事業の特性などを踏まえた十分な検討が必要である。

○行政評価の仕組みを、より分かり易いものにしていくように、継続的な努力が必要である。
評価結果
	
	１次評価
	２次評価
	外部評価

	１．現状維持
	９
	９
	

	２．見直し（拡大）
	３
	３
	２

	３．見直し（縮小）
	
	
	

	４．見直し（改善）
	１７
	１７
	４

	５．見直し（統合）
	
	
	

	６．廃止
	
	
	

	７．休止または完了
	
	
	

	計
	２９
	２９
	６


